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道
の
駅「
く
る
ら
戸
田
」の
ご
紹
介

　

道
の
駅
く
る
ら
戸
田
の
指
定
管

理
者
と
し
て
施
設
を
管
理
運
営
す

る
よ
う
に
な
っ
て
２
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　

正
式
名
称
は
、
「
沼
津
市
戸
田

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
道
の
駅
く

る
ら
戸
田
」
で
す
。
①
地
区
セ
ン

タ
ー　

②
市
民
窓
口
事
務
所　

③

温
泉
施
設　

④
観
光
情
報
等
発
信

施
設　

⑤
物
産
販
売
施
設　

⑥
歴

史
文
化
情
報
展
示
室　

⑦
加
工
体

験
室
、
調
理
室　

⑧
高
齢
者
交
流

ル
ー
ム
等
、
複
数
の
機
能
を
持
つ

複
合
施
設
で
、
県
に
２
５
ヶ
所
あ

る
道
の
駅
の
２
３
番
目
に
で
き
た

沼
津
市
で
唯
一
の
道
の
駅
で
も
あ

り
ま
す
。

　

温
泉
「
壱
の
湯
」
は
戸
田
に
古

く
か
ら
あ
っ
た
銭
湯
「
壱
の
湯
」

を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
て
い
て
、
住
民

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
物

産
販
売
施
設
で
は
、
戸
田
名
物
の

戸
田
塩
や
深
海
グ
ッ
ズ
な
ど
が
人

気
で
す
。

　

管
理
運
営
す
る
ク
ッ
ク
ラ
ン
ド

＆
サ
ン
共
同
事
業
体
は
、
下
田
市

に
本
社
の
あ
る
株
式
会
社
ク
ッ
ク

ラ
ン
ド
と
静
岡
市
に
本
社
の
あ
る

株
式
会
社
サ
ン
と
の
共
同
事
業
体

で
す
。
公
の
施
設
と
し
て
、
安
心

し
て
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
安

全
面
に
配
慮
し
、
親
切
丁
寧
な
対

応
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

個
人
と
し
て
は
、
戸
田
に
は
思

い
出
が
あ
り
ま
す
。
若
い
時
に
仲

間
数
人
で
、
毎
年
忘
年
会
を
兼
ね

て
戸
田
に
旅
行
に
来
て
い
ま
し
た
。

毎
年
違
う
民
宿
を
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
10
年
続
き
ま
し

た
。
ど
こ
の
民
宿
で
も
素
晴
ら
し

い
料
理
と
、
温
か
い
お
も
て
な
し

を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
懐
か
し
く

覚
え
て
い
ま
す
。
今
度
は
仕
事
で

戸
田
の
方
々
に
お
世
話
に
な
る
こ

と
に
な
り
、
ご
縁
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
あ
の
時
の
恩
返
し

が
少
し
で
も
で
き
る
よ
う
戸
田
地

域
の
た
め
に
尽
力
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

指
導
員
だ
よ
り

イ
ン
ボ
イ
ス
の
次
は
・・・

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
本
格
的
に

始
ま
り
約
３
ヶ
月
、
現
在
も
領
収

書
の
記
載
方
法
な
ど
多
く
の
お
問

合
せ
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が
、
今

度
は
電
子
帳
簿
保
存
法
の
う
ち

「
電
子
取
引
に
係
る
電
磁
的
記
録

の
保
存
」
に
つ
い
て
の
宥
恕
（
ゆ

う
じ
ょ
）
措
置
が
終
了
し
、
来
年

１
月
か
ら
は
電
子
取
引
情
報
の
保

存
ル
ー
ル
が
厳
格
化
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
ぞ
！
と
ば
か
り
に
会
計
シ
ス

テ
ム
の
会
社
は
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
流

し
ま
く
っ
て
お
り
、
個
人
的
に

は
煽
り
す
ぎ
じ
ゃ
な
い
の
？
と
感

じ
る
ほ
ど
。
実
際
、
「
会
計
ソ
フ

ト
を
入
れ
な
き
ゃ
ダ
メ
な
の
？
」

と
い
っ
た
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま

す
。
…
で
す
が
、
簡
単
に
言
っ
て

し
ま
う
と
、
今
ま
で
原
本
と
し
て

紙
で
印
刷
・
保
管
し
て
い
た
領
収

書
等
を
、
こ
れ
か
ら
は
電
子
デ
ー

タ
と
し
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
ね
、

と
い
う
こ
と
だ
け
で
す
。

　

た
だ
し
、
会
計
ソ
フ
ト
の
導
入

は
手
間
も
費
用
も
カ
ン
タ
ン
で
便

利
な
の
で
、
業
務
の
効
率
化
と
い

っ
た
別
の
理
由
で
必
須
な
の
で

は
？
と
経
営
指
導
員
的
に
は
感
じ

て
い
ま
す
。　
　
　

指
導
員
Ｎ
Ｋ

新
会
員
の
ご
紹
介

２
０
２
４
年 

商
工
会
カ
レ
ン
ダ
ー
完
成

事
業
所
名 

（
支
所
・
支
部
名
）

　

代
表
者
名　

業
種

Ｉ
ｒ
ｏ
ｎ 

Ｍ
ａ
ｋ
ｅ
（
東
部
）

　

原
建
信    

建
築
・
飲
食
業

み
っ
ち
ゃ
ん
の
整
体
（
西
町
）

　

庄
司
道
子　

療
術
業

ア
ン
コ
ネ
（
東
部
）

　

岡
田
美
和　

飲
食
業

Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ａ
企
画
（
東
部
）

　

勝
山
千
晃　

建
設
業

㈱
渡
邊
工
業
（
原
新
田
）

　

渡
邊
更
生　

製
造
業

Ｔ
ｏ
ｐ 

ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｒ 

　

ｃ
＆
ｐ
（
東
部
）

　

根
上
和
樹　

研
修
講
師

和
光
マ
リ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
桃
里
）

　

川
口
末
廣　

製
造
業

ス
ナ
ッ
ク
絆
（
東
部
）

　

杉
森
理
美　

飲
食
業

㈱
サ
ン
ア
イ
技
研
（
原
北
）

　
鈴
木
元
好　

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

㈱
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
（
原
北
）

　

堰
澤
彰
治　

ネ
ッ
ト
広
告
業

小
塚
秀
一
郎
（
大
塚
今
沢
）  

                           

塗
装
業　

（
敬
称
略
）

   

道の駅 くるら戸田
駅長　山田 直一　

　

会
員
同
士
の
絆
を
深
め
、
新
た

な
事
業
展
開
に
つ
な
げ
る
恒
例
行

事
「
新
春
講
演
会
・
会
員
交
流

会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
昨
年

ま
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
た
め
中
止
し
て
い
た
会
員
交
流

会
も
再
開
し
、
通
常
通
り
の
開
催

と
な
り
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

〈
日
時
〉

　

令
和
6
年
1
月
16
日
（
火
）

　

・
講
演
会
…
16
時
〜

　

・
交
流
会
…
17
時
30
分
〜

〈
場
所
〉

　

・
講
演
会
…
原
地
区
セ
ン
タ
ー

      

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　

・
交
流
会
…
沼
津
市
商
工
会

      

２
階
大
会
議
室

〈
講
演
内
容
〉

　

・
演
題
…
最
新
の
中
国
の
状
況

      

と
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

      

つ
い
て

　

・
講
師
…
（
一
社
）
富
士
山
浪

      

漫
の
旅
代
表
理
事 

朱 

珠 

氏

※
本
会
経
営
指
導
員
に
よ
る
経
営 

　

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
例
調
査

　

報
告

〈
そ
の
他
〉

　

会
員
交
流
会
出
席
者
負
担
金

　

２
，
０
０
０
円 

大盛況 餅投げセレモニー大盛況 餅投げセレモニー
11月5日 戸田さんさんまつり11月5日 戸田さんさんまつり

講

演

会

会
員
交
流
会

新春

ご案内

　

沼
津
市
商
工
会
広
報
委
員
会
が

発
行
す
る
２
０
２
４
年
度
カ
レ
ン

ダ
ー
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
地
元
小
学
校
４
校
（
原
小

学
校
・
原
東
小
学
校
・
浮
島
小
学

校
・
戸
田
小
中
一
貫
学
校
）
の
児

童
・
生
徒
の
皆
様
か
ら
提
供
い
た

だ
い
た
図
画
作
品
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
力
作

ぞ
ろ
い
の
素
敵
な
カ
レ
ン
ダ
ー
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
お
手
に

取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 沼津市商工会原支所・戸田支所

原・浮島・戸田の地区センター
数には限りがあります!お早めに。 

カレンダー配布先
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原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

原
の
寺

　

11
月
12
日
、
毎
年
恒
例
と
な
り

ま
し
た
『
は
ら
逸
品
う
ま
い
も
の

フ
ェ
ス
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
地

元
の
「
う
ま
い
も
の
」
を
た
く
さ

ん
の
方
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
商
工

会
員
の
お
店
を
中
心
に
、
合
計
25

店
舗
も
の
飲
食
店
が
軒
を
連
ね
ま

し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
や
消
防
車

の
展
示
撮
影
会
、
静
岡
ア
イ
ド
ル

「
ｎ
ｏ 

Ｆ
ｉ
ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
」
の
ラ

イ
ブ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

体
験
会
な
ど
昨
年
以
上
の
盛
り
上

が
り
と
な
り
ま
し
た
。
雨
天
だ
っ

た
昨
年
と
は
打
っ
て
変
わ
り
、
気

持
ち
の
良
い
秋
晴
れ
の
中
の
開
催

と
な
り
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
、
御
浜
岬
公
園
に
て

第
19
回
戸
田
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
て
い

た
天
気
も
崩
れ
る
こ
と
無
く
、
三

連
休
の
最
終
日
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
地
元
の
方
を
始
め
観
光
客
な

ど
多
く
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
総
合
司
会
を
ラ
ジ
オ
Ｄ

Ｊ
の
松
谷
芳
比
呂
氏
（
パ
ー
サ

ー
）
に
務
め
て
い
た
だ
き
、
４
年

振
り
に
復
活
し
た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
（
バ
ン
ド
演
奏
、
ア
イ
ド
ル

ス
テ
ー
ジ
、
歌
手
）
に
つ
き
ま
し

て
も
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

出
店
に
つ
い
て
は
戸
田
地
区
内

外
よ
り
農
産
品
・
特
産
品
な
ど
23

店
舗
が
出
店
し
、
戸
田
支
所
女
性

部
の
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
を
は
じ

め
完
売
が
相
次
ぐ
な
ど
、
盛
況
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ

た
無
料
渡
船
が
好
評
で
、
２
０
０

名
近
い
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
は
渡
船
と
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
活
用
し
て
会
場
だ
け
で
な
く
、

戸
田
全
体
を
巡
ら
れ
た
観
光
客
の

投
稿
も
あ
る
な
ど
、
戸
田
の
観
光

振
興
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〜
戸
田
漁
港
の
海
業
振
興
〜

　

10
月
26
日
、
商
工
会
が
幹
事
を

務
め
る
戸
田
地
域
振
興
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
、
戸
田

漁
港
が
水
産
庁
の
海
業
（
う
み
ぎ

ょ
う
）
の
モ
デ
ル
地
区
に
認
定
さ

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
元
意
見

集
約
の
た
め
水
産
庁
か
ら
委
託
さ

れ
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
ラ
ン
ド

ブ
レ
イ
ン
株
式
会
社
）
に
よ
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

 

海
業
に
つ
い
て
の
説
明
か
ら
事

例
（
千
葉
県
鋸
南
町
の
漁
協
直
営

食
堂
の
よ
う
な
大
規
模
か
ら
和
歌

山
県
雑
賀
崎
港
の
漁
師
直
売
、
気

仙
沼
港
の
施
設
見
学
ツ
ア
ー
な
ど

の
小
規
模
）
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
地
元
と
し
て
何
を
や
っ
て
い

き
た
い
か
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

11
月
16
日
、
市
内
一
斉
清
掃
に

合
わ
せ
て
、
商
工
会
役
員
、
法
人

会
役
員
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

女
性
部
・
青
年
部
合
同
で
、
戸
田

峠
、
古
宇
方
面
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行

い
、
合
計
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

拾
っ
た
ゴ
ミ
は
商
工
会
に
集
め

ら
れ
、
分
別
を
行
い
ま
し
た
。
集

ま
っ
た
ゴ
ミ
の
量
は
燃
や
す
ゴ

ミ
・
缶
・
ビ
ン
合
わ
せ
て
47
袋
で

し
た
。

　

皆
さ
ん
ご
参
加
い
た
だ
き
に
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
参
加
者
19
名
で
両
住

職
・
原
浮
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
望
月
氏
の
ガ
イ
ド
に
よ
り
清
梵

寺
と
長
興
寺
を
見
学
、
お
参
り
し

て
き
ま
し
た
。

 

清
梵
寺
で
は
坐
禅
の
体
験
を
行

い
、
「
坐
」
一
日
一
度
、
静
か
に

坐
っ
て
身
と
呼
吸
と
心
を
調
え
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

 

ま
た
、
白
隠
禅
師
が
描
い
た
と

言
わ
れ
る
「
地
獄
極
楽
変
相
図
の

詳
し
い
解
説
も
あ
り
ま
し
た
。

　

長
興
寺
で
は
国
宝
「
密
庵
席
」

の
写
し
で
あ
る
「
静
心
庵
」
か
ら

の
庭
の
景
色
は
、
お
寺
と
は
思
え

ぬ
静
寂
で
心
が
洗
わ
れ
る
見
事
な

造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

   

機
会
が
あ
れ
ば
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

松蔭寺（しょういんじ）

女
性
部
／
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会

　
　
　
　
　
　

合
同
企
画

　

弘
安
二
年（
一二
七
九
）鎌
倉
円

覚
寺
開
祖
仏
光
国
師
の
法
嗣
天
祥

和
尚
が
開
山
、慶
安
年
間（
一
六
四

八
頃
）興
津
清
見
寺
大
瑞
和
尚
が

再
建
し
臨
済
宗
妙
心
寺
派
に
属
す
。

白
隠
慧
鶴
は
第
五
代
住
職
と
な
る
。

臨
済
宗
白
隠
派
大
本
山
を
経
て
、

平
成
十
二
年
、白
隠
宗
大
本
山
と

な
る
。

　

松
蔭
寺
山
門
は
百
八
枚
の
石
瓦

で
葺
か
れ
、過
去・現
在・未
来
の
煩

悩
を
断
ち
切
る
門
と
言
わ
れ
、平

成
二
十
八
年
に
国
登
録
有
形
文
化

財
に
な
っ
た
。

　

門
を
潜
る
と
境
内
右
側
に
圓
通

殿（
客
殿
）、左
側
に
除
夜
の
鐘
で

親
し
ま
れ
る
鐘
楼
、白
隠
禅
師
ゆ

か
り
の
品
を
納
め
た
宝
蔵
、良
寛

さ
ん
が
感
銘
を
受
け
た
白
隠
禅
師

の
句
を
書
い
た
句
碑
が
あ
る
。左
奥

に
有
っ
た
民
話
で
知
ら
れ
る「
す
り

鉢
松
」は
平
成
二
十
二
年
に
枯
れ

伐
採
さ
れ
た
。現
在
座
禅
堂
前
の

松
の
木
に
乗
る
擂
鉢（
清
水
焼
）は

白
隠
禅
師
生
誕
三
百
年
記
念
に
設

置
さ
れ
た
も
の
。座
禅
堂
奥
に
隣

接
す
る
六
角
堂（
開
山
堂
）は
山
門

と
同
時
に
国
登
録
有
形
文
化
財
に

な
り
、堂
内
に
は
白
隠
禅
師
尊
像

（
市
文
化
財
）が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

県
指
定
史
跡
の
白
隠
禅
師
墓（
左
）

は
中
興
開
山
大
瑞
禅
師
墓（
中

央
）・遂
翁
禅
師
墓（
右
）と
共
に
並

び
立
っ
て
い
る
。墓
所
近
く
に
白
隠

禅
師
を
厚
く
信
奉
す
る
真
珠
王
御

木
本
幸
吉
が
建
立
し
た「
白
隠
禅

師
塔
所
」の
石
碑
が
あ
る
。

　

他
に
、園
通
殿
裏
庭
に
東
日
本

大
震
災
の
鎮
魂・平
和
を
願
っ
て
檀

家
さ
ん
が
寄
進
し
た
日
本
一大
き
い

と
言
わ
れ
る「
さ
ざ
れ
石
」が
あ
る
。

                         

望
月 

宏
充

（
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
会
長
）

鵠
林
山 

松
蔭
寺（
東
町
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白
隠
宗
大
本
山

　
　
　
　
　
　

宮
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住
職

本
尊
＝
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如
来 

開
山
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天
祥
和
尚
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清
梵
寺
と
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興
寺
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戸
田
地
域
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興
協
議
会
開
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市
内
一
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ん
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つ
り
開
催戸田支所女性部

へだトロはんぺんの行列
戸田支所女性部
へだトロはんぺんの行列

お庭の鑑賞お庭の鑑賞

座禅の体験座禅の体験

消防車の展示撮影ブース消防車の展示撮影ブース

戸田支所青年部担当
ガラガラ抽選会
戸田支所青年部担当
ガラガラ抽選会

コンサルタントによる説明コンサルタントによる説明

大
盛
況
！ 

は
ら
逸
品

う
ま
い
も
の
フ
ェ
ス
開
催

集めたゴミ集めたゴミ 女性部のみなさま女性部のみなさま

開会式開会式



第131号（2）令和5年12月号 令和5年12月号（3）　第131号

高足ガニとエビカニづくしの磯料理
                     TEL 0558-94-3333
フリーダイヤル TEL 0120-04-1260
ホームページ　http://tokiwaya.info

創業明治参年 味わいの宿

企業の繁栄と社会貢献

支部長　成田八起
沼津法人会 三浦・戸田支部

食中毒予防の決め手はあなたの手

沼津食品衛生協会 戸田支部
事務局　沼津市商工会　戸田支所
　　　　0558-94-2224

〒410-3402　
沼津市戸田美浜海岸3878-20
TEL 0558-94-3048（代）
URL http://www.isaba.co.jp

原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

原
の
寺

　

11
月
12
日
、
毎
年
恒
例
と
な
り

ま
し
た
『
は
ら
逸
品
う
ま
い
も
の

フ
ェ
ス
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
地

元
の
「
う
ま
い
も
の
」
を
た
く
さ

ん
の
方
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
商
工

会
員
の
お
店
を
中
心
に
、
合
計
25

店
舗
も
の
飲
食
店
が
軒
を
連
ね
ま

し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
や
消
防
車

の
展
示
撮
影
会
、
静
岡
ア
イ
ド
ル

「
ｎ
ｏ 

Ｆ
ｉ
ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
」
の
ラ

イ
ブ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

体
験
会
な
ど
昨
年
以
上
の
盛
り
上

が
り
と
な
り
ま
し
た
。
雨
天
だ
っ

た
昨
年
と
は
打
っ
て
変
わ
り
、
気

持
ち
の
良
い
秋
晴
れ
の
中
の
開
催

と
な
り
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
、
御
浜
岬
公
園
に
て

第
19
回
戸
田
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
て
い

た
天
気
も
崩
れ
る
こ
と
無
く
、
三

連
休
の
最
終
日
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
地
元
の
方
を
始
め
観
光
客
な

ど
多
く
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
総
合
司
会
を
ラ
ジ
オ
Ｄ

Ｊ
の
松
谷
芳
比
呂
氏
（
パ
ー
サ

ー
）
に
務
め
て
い
た
だ
き
、
４
年

振
り
に
復
活
し
た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
（
バ
ン
ド
演
奏
、
ア
イ
ド
ル

ス
テ
ー
ジ
、
歌
手
）
に
つ
き
ま
し

て
も
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

出
店
に
つ
い
て
は
戸
田
地
区
内

外
よ
り
農
産
品
・
特
産
品
な
ど
23

店
舗
が
出
店
し
、
戸
田
支
所
女
性

部
の
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
を
は
じ

め
完
売
が
相
次
ぐ
な
ど
、
盛
況
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ

た
無
料
渡
船
が
好
評
で
、
２
０
０

名
近
い
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
は
渡
船
と
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
活
用
し
て
会
場
だ
け
で
な
く
、

戸
田
全
体
を
巡
ら
れ
た
観
光
客
の

投
稿
も
あ
る
な
ど
、
戸
田
の
観
光

振
興
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〜
戸
田
漁
港
の
海
業
振
興
〜

　

10
月
26
日
、
商
工
会
が
幹
事
を

務
め
る
戸
田
地
域
振
興
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
、
戸
田

漁
港
が
水
産
庁
の
海
業
（
う
み
ぎ

ょ
う
）
の
モ
デ
ル
地
区
に
認
定
さ

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
元
意
見

集
約
の
た
め
水
産
庁
か
ら
委
託
さ

れ
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
ラ
ン
ド

ブ
レ
イ
ン
株
式
会
社
）
に
よ
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

 

海
業
に
つ
い
て
の
説
明
か
ら
事

例
（
千
葉
県
鋸
南
町
の
漁
協
直
営

食
堂
の
よ
う
な
大
規
模
か
ら
和
歌

山
県
雑
賀
崎
港
の
漁
師
直
売
、
気

仙
沼
港
の
施
設
見
学
ツ
ア
ー
な
ど

の
小
規
模
）
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
地
元
と
し
て
何
を
や
っ
て
い

き
た
い
か
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

11
月
16
日
、
市
内
一
斉
清
掃
に

合
わ
せ
て
、
商
工
会
役
員
、
法
人

会
役
員
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

女
性
部
・
青
年
部
合
同
で
、
戸
田

峠
、
古
宇
方
面
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行

い
、
合
計
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

拾
っ
た
ゴ
ミ
は
商
工
会
に
集
め

ら
れ
、
分
別
を
行
い
ま
し
た
。
集

ま
っ
た
ゴ
ミ
の
量
は
燃
や
す
ゴ

ミ
・
缶
・
ビ
ン
合
わ
せ
て
47
袋
で

し
た
。

　

皆
さ
ん
ご
参
加
い
た
だ
き
に
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
参
加
者
19
名
で
両
住

職
・
原
浮
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
望
月
氏
の
ガ
イ
ド
に
よ
り
清
梵

寺
と
長
興
寺
を
見
学
、
お
参
り
し

て
き
ま
し
た
。

 

清
梵
寺
で
は
坐
禅
の
体
験
を
行

い
、
「
坐
」
一
日
一
度
、
静
か
に

坐
っ
て
身
と
呼
吸
と
心
を
調
え
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
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道
の
駅「
く
る
ら
戸
田
」の
ご
紹
介

　

道
の
駅
く
る
ら
戸
田
の
指
定
管

理
者
と
し
て
施
設
を
管
理
運
営
す

る
よ
う
に
な
っ
て
２
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　

正
式
名
称
は
、
「
沼
津
市
戸
田

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
道
の
駅
く

る
ら
戸
田
」
で
す
。
①
地
区
セ
ン

タ
ー　

②
市
民
窓
口
事
務
所　

③

温
泉
施
設　

④
観
光
情
報
等
発
信

施
設　

⑤
物
産
販
売
施
設　

⑥
歴

史
文
化
情
報
展
示
室　

⑦
加
工
体

験
室
、
調
理
室　

⑧
高
齢
者
交
流

ル
ー
ム
等
、
複
数
の
機
能
を
持
つ

複
合
施
設
で
、
県
に
２
５
ヶ
所
あ

る
道
の
駅
の
２
３
番
目
に
で
き
た

沼
津
市
で
唯
一
の
道
の
駅
で
も
あ

り
ま
す
。

　

温
泉
「
壱
の
湯
」
は
戸
田
に
古

く
か
ら
あ
っ
た
銭
湯
「
壱
の
湯
」

を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
て
い
て
、
住
民

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
物

産
販
売
施
設
で
は
、
戸
田
名
物
の

戸
田
塩
や
深
海
グ
ッ
ズ
な
ど
が
人

気
で
す
。

　

管
理
運
営
す
る
ク
ッ
ク
ラ
ン
ド

＆
サ
ン
共
同
事
業
体
は
、
下
田
市

に
本
社
の
あ
る
株
式
会
社
ク
ッ
ク

ラ
ン
ド
と
静
岡
市
に
本
社
の
あ
る

株
式
会
社
サ
ン
と
の
共
同
事
業
体

で
す
。
公
の
施
設
と
し
て
、
安
心

し
て
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
安

全
面
に
配
慮
し
、
親
切
丁
寧
な
対

応
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

個
人
と
し
て
は
、
戸
田
に
は
思

い
出
が
あ
り
ま
す
。
若
い
時
に
仲

間
数
人
で
、
毎
年
忘
年
会
を
兼
ね

て
戸
田
に
旅
行
に
来
て
い
ま
し
た
。

毎
年
違
う
民
宿
を
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
10
年
続
き
ま
し

た
。
ど
こ
の
民
宿
で
も
素
晴
ら
し

い
料
理
と
、
温
か
い
お
も
て
な
し

を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
懐
か
し
く

覚
え
て
い
ま
す
。
今
度
は
仕
事
で

戸
田
の
方
々
に
お
世
話
に
な
る
こ

と
に
な
り
、
ご
縁
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
あ
の
時
の
恩
返
し

が
少
し
で
も
で
き
る
よ
う
戸
田
地

域
の
た
め
に
尽
力
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

指
導
員
だ
よ
り

イ
ン
ボ
イ
ス
の
次
は
・・・

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
本
格
的
に

始
ま
り
約
３
ヶ
月
、
現
在
も
領
収

書
の
記
載
方
法
な
ど
多
く
の
お
問

合
せ
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が
、
今

度
は
電
子
帳
簿
保
存
法
の
う
ち

「
電
子
取
引
に
係
る
電
磁
的
記
録

の
保
存
」
に
つ
い
て
の
宥
恕
（
ゆ

う
じ
ょ
）
措
置
が
終
了
し
、
来
年

１
月
か
ら
は
電
子
取
引
情
報
の
保

存
ル
ー
ル
が
厳
格
化
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
ぞ
！
と
ば
か
り
に
会
計
シ
ス

テ
ム
の
会
社
は
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
流

し
ま
く
っ
て
お
り
、
個
人
的
に

は
煽
り
す
ぎ
じ
ゃ
な
い
の
？
と
感

じ
る
ほ
ど
。
実
際
、
「
会
計
ソ
フ

ト
を
入
れ
な
き
ゃ
ダ
メ
な
の
？
」

と
い
っ
た
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま

す
。
…
で
す
が
、
簡
単
に
言
っ
て

し
ま
う
と
、
今
ま
で
原
本
と
し
て

紙
で
印
刷
・
保
管
し
て
い
た
領
収

書
等
を
、
こ
れ
か
ら
は
電
子
デ
ー

タ
と
し
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
ね
、

と
い
う
こ
と
だ
け
で
す
。

　

た
だ
し
、
会
計
ソ
フ
ト
の
導
入

は
手
間
も
費
用
も
カ
ン
タ
ン
で
便

利
な
の
で
、
業
務
の
効
率
化
と
い

っ
た
別
の
理
由
で
必
須
な
の
で

は
？
と
経
営
指
導
員
的
に
は
感
じ

て
い
ま
す
。　
　
　

指
導
員
Ｎ
Ｋ

新
会
員
の
ご
紹
介

２
０
２
４
年 

商
工
会
カ
レ
ン
ダ
ー
完
成

事
業
所
名 

（
支
所
・
支
部
名
）

　

代
表
者
名　

業
種

Ｉ
ｒ
ｏ
ｎ 
Ｍ
ａ
ｋ
ｅ
（
東
部
）

　

原
建
信    
建
築
・
飲
食
業

み
っ
ち
ゃ
ん
の
整
体
（
西
町
）

　

庄
司
道
子　

療
術
業

ア
ン
コ
ネ
（
東
部
）

　

岡
田
美
和　

飲
食
業

Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ａ
企
画
（
東
部
）

　

勝
山
千
晃　

建
設
業

㈱
渡
邊
工
業
（
原
新
田
）

　

渡
邊
更
生　

製
造
業

Ｔ
ｏ
ｐ 

ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｒ 

　

ｃ
＆
ｐ
（
東
部
）

　

根
上
和
樹　

研
修
講
師

和
光
マ
リ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
桃
里
）

　

川
口
末
廣　

製
造
業

ス
ナ
ッ
ク
絆
（
東
部
）

　

杉
森
理
美　

飲
食
業

㈱
サ
ン
ア
イ
技
研
（
原
北
）

　
鈴
木
元
好　

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

㈱
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
（
原
北
）

　

堰
澤
彰
治　

ネ
ッ
ト
広
告
業

小
塚
秀
一
郎
（
大
塚
今
沢
）  

                           

塗
装
業　

（
敬
称
略
）

   

道の駅 くるら戸田
駅長　山田 直一　

　

会
員
同
士
の
絆
を
深
め
、
新
た

な
事
業
展
開
に
つ
な
げ
る
恒
例
行

事
「
新
春
講
演
会
・
会
員
交
流

会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
昨
年

ま
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
た
め
中
止
し
て
い
た
会
員
交
流

会
も
再
開
し
、
通
常
通
り
の
開
催

と
な
り
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

〈
日
時
〉

　

令
和
6
年
1
月
16
日
（
火
）

　

・
講
演
会
…
16
時
〜

　

・
交
流
会
…
17
時
30
分
〜

〈
場
所
〉

　

・
講
演
会
…
原
地
区
セ
ン
タ
ー

      

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　

・
交
流
会
…
沼
津
市
商
工
会

      

２
階
大
会
議
室

〈
講
演
内
容
〉

　

・
演
題
…
最
新
の
中
国
の
状
況

      
と
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

      

つ
い
て

　

・
講
師
…
（
一
社
）
富
士
山
浪

      

漫
の
旅
代
表
理
事 

朱 

珠 

氏

※
本
会
経
営
指
導
員
に
よ
る
経
営 

　

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
例
調
査

　

報
告

〈
そ
の
他
〉

　

会
員
交
流
会
出
席
者
負
担
金

　

２
，
０
０
０
円 

大盛況 餅投げセレモニー大盛況 餅投げセレモニー
11月5日 戸田さんさんまつり11月5日 戸田さんさんまつり

講

演

会

会
員
交
流
会

新春

ご案内

　

沼
津
市
商
工
会
広
報
委
員
会
が

発
行
す
る
２
０
２
４
年
度
カ
レ
ン

ダ
ー
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
地
元
小
学
校
４
校
（
原
小

学
校
・
原
東
小
学
校
・
浮
島
小
学

校
・
戸
田
小
中
一
貫
学
校
）
の
児

童
・
生
徒
の
皆
様
か
ら
提
供
い
た

だ
い
た
図
画
作
品
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
力
作

ぞ
ろ
い
の
素
敵
な
カ
レ
ン
ダ
ー
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
お
手
に

取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 沼津市商工会原支所・戸田支所

原・浮島・戸田の地区センター
数には限りがあります!お早めに。 

カレンダー配布先


